
 

 

 
 

 
 

公益社団法人日本セラミックス協会 

第 36 回秋季シンポジウム 申込要領 
 
・オンサイトとオンラインを組み合わせた ハイブリッド開催 

を予定しております． 

・ポスター発表はオンサイトのみの発表・聴講となります ． 

・予稿 PDF はデータでの提供となります．（予稿集の印刷版冊子体はありません．） 

 

会場利用可否により，オンライン開催へ予定を変更する場合がございます． 

URL https://fall36.ceramic.or.jp/ 
 

会期 2023 年 9 月 6 日(水)～8 日（金） 

会場 京都工芸繊維大学（松ヶ崎キャンパス） 

住所 〒606-8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町 

交通 京都市営地下鉄烏丸線「松ヶ崎」駅より徒歩 8 分 

 （出口 1 から東（右）へ進み 4 つ目の信号を南へ 180m） 

問い合わせ先 メール：fall36@ceramic.or.jp  電話：03-3362-5232 
 

 

 今後の予定  
変更となる可能性がございます．あらかじめご了承ください． 
 

 
◆予稿集公開日   2023 年 8 月 30 日（水） 
第 36 回秋季シンポジウム予稿集の発行日は 2023 年 8 月 30 日（水）となります． 
特許申請を計画中の方はご注意ください．特許証明申請については下記の URL をご参照ください． 
https://www.ceramic.or.jp/member/n_tokkyo.html 
また，発行日より前となる 7 月頃に，講演番号の通知に伴い，タイムテーブル，暫定版プログラムを公開予定です．暫定版プ

ログラムには，タイトル，研究者が記載されます． 
 
◆予稿 PDF インターネット公開   公開期間:2023 年 8 月 30 日（水） ～ 2023 年 9 月 15 日（金）24:00 
事前参加登録を行い，入金確認が取れた方に，予稿をインターネット上に公開します． 
各講演の予稿 PDF の閲覧およびダウンロードが可能です． 
  

内容 日時 備考 
研究発表申込 
連続発表申込 

5 月 9 日（火）14:00～ 

5 月23 日（火）14：00 締切 

締切厳守． 
講演申込にはタイトルと抄録（和文 300 字

程度）が必要です． 

予稿原稿（PDF）の投稿は後日となります． 

プログラム編成 5 月 30 日（火）～6 月 20 日（火） 発表申込内容をもとに，プログラム編成を行い

ます． 
講演番号の通知 
座長依頼 

6 月 21 日（水）  

予稿原稿提出 
トピックス講演（プレス発表）

申込 

6 月 21 日（水）14:00～ 

7 月 12 日（水）14：00 締切 

締切厳守． 
 

前期参加登録申込 7 月 19 日（水）14:00～ 
8 月 18 日（金）14：00 締切 

 

後期参加登録申込 8 月 30 日（水）14:00～ 
9 月 8 日（金）24:00 締切 

 

予稿集発行日 8 月 30 日（水） 下記参照． 
予稿 PDF インターネット 
公開期間 

8 月 30 日（水）～ 
9 月 15 日（金）24:00 

下記参照． 



セッション

1.セッション一覧

種類 No. セッション名

特定 01 セラミックス研究のインフォマティクス技術応用

02 ハイブリッド材料と創発物性

03 セラミックス系バイオ材料の基礎科学と新展開 －医歯工学における次世代バイオ関連材料の機能デザ

イン－

04 ランダム系材料の科学 ―構造と相関する機能・物性―

05 フォトセラミックス ～光と色に関わるセラミックスの合成・機能・応用～

06 エネルギー変換・貯蔵・輸送セラミックス材料の基礎と応用

07 セラミックスセンサ・トランスデューサー 機能発現のためのデバイス設計およびプロセスの高度化と応用

08 元素・構造多様性に基づく無機化合物の物質科学

09 ナノクリスタルが拓く新しいセラミックス技術

10 マテリアルデザインとプロセッシングデザイン −  1D 原子から〜3D バルク造形まで  −

11 セラミックス粉体プロセスの進化：DX 社会との調和に向けて

12 超秩序構造科学が創造する物性科学

13 水溶液プロセスを基盤とする先進的セラミックス合成反応場

14 誘電材料の最前線 II ～持続可能な社会に向けた高機能材料の創出と応用～ 

15 セラミックス分野におけるカーボンニュートラル

16 酸素酸塩材料科学と技術の分野横断的新展開

17 先進的な構造科学と分析技術

18 エンジニアリングセラミックスの先端科学 -構造・界面制御と解析技術の新展開-

19 グリーン・プロセッシング～SDGs 実現に向けた機能性セラミックスのイノベーション～ 

20 高密度化の科学と技術 ―焼結技術の新たな展開―

21 元素ブロック材料：現状と今後の展開

22 次世代環境関連セラミックス材料の最前線

23 セラミックスのトランススケール解析とプロセスインフォマティクスに資する先端計測・可視化技術

24 クリスタルサイエンス —結晶育成技術の新展開と材料研究—

25 熱エネルギーの利用と制御における材料革新Ⅳ 〜熱エネルギー変換・熱制御・熱利用材料の新局面

〜

一般 99-01 セラミックスの機能およびその関連分野

99-02 セラミックスのプロセスおよびその関連分野

99-03 セラミックスの構造・解析およびその関連分野

2.セッションの種類・説明

 2.1.特定セッション  
第 36 回秋季シンポジウムでは，25 の「特定セッション」を開設し，最先端の研究テーマを特集します． 

次ページより，各セッションの紹介が掲載されています．

内容をご検討の上，奮ってご参加いただきますようお願い申し上げます．

 2.2 一般セッション  
いずれの特定セッションにも該当しない場合は，一般セッションにお申し込みください．

口頭発表・ポスター発表の両方を実施する予定です．

 なお，一般セッションに申し込まれた口頭発表は，行事企画委員会の判断で，特定セッションへ振り分けられる可能性があ

ります．



屈亙l
セラミックス研究のインフォマティクス技術応用

【オー ガナイザー】

申ウソク

産総研

山口祐貴

産総研

中山将伸 藤本憲次郎

東京理科大学

奥山勇治

宮崎大学名古屋工業大学

【セッション概要】今後のセラミックプロセスには、材料の

デ ータベース構築から、合成、デバイス製造、評価と解析を

それぞれハイスループット化するデータ駆動型の研究開発

が不可欠である．本セッションで分野横断的な議論を進める

ことでインフォマティクス研究の加速と技術普及を図りたい．

【セッションキー ワ ー ド・トピックス】

イ ンフ ォ マテ ィ ク ス，ハイ スルー プ ッ ト，機械学習

ハイブリッド材料と創発物性

【オー ガナイザー】

高見剛

京都大学

原光生

名古屋大学

石田康博

理化学研究所

【セッション概要】カ ーボンニュートラル社会の実現に向

けた革新的技術を創出するために、セラミックス無機材料を

中心としたハイブリッド・複合材料の重要性は一層高まってい

る。本セッションでは、多様なハイブリッド材料とハイブリッドな

らではの創発物性・機能に関する研究を広く募集し、自由な

討論を行うことによってその新たな可能性を追求する。

【セッションキー ワ ー ド・トピックス】

ハイブリッド材料：複合材料：合成・プロセス： 物性・機能

【招待・依頼講演者】

長藤圭介（東京大学）、桂ゆかり（物質材料研究機構）、

伊藤敏雄（産業技術総合研究所）

【発表形式】口頭発表・ポスター発表を募集します．

【共催・協賛等（予定）】 〔協賛〕日本化学会，応用物理

学会，電気化学会，粉体粉末冶金協会

【連絡先】w.shin@aist.go.jp

閤田瑶子

産総研

白幡直人

物材機構

神戸徹也

東京工業大学

【招待・依頼講演者】多田朋史（九州大）・戸木田雅利（東

工大）・ニ瓶雅之（筑波大）・山田鉄兵（東京大） （敬称略）

【発表形式】口頭発表のみを募集します。学生優秀講演賞

を予定しています。

【共催・協賛等（予定）】 〔協賛〕日本化学会・応用物

理学会・高分子学会他 〔協力〕ハイブリッド化に

よる新材料開発を目指す会

【連絡先】takami.tsuyoshi.2m@kyoto-u.ac.jp（高見）

3.特定セッションの紹介




























